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て
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せ
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本
山
町
は
、
昭
和
５６
年
５
月
３１

日
以
前
に
建
て
ら
れ
た

木
造
住
宅
で
、そ
の
耐
震
化
を
図
る
方
に
対
し
、耐
震
診
断
、

耐
震
改
修
設
計
、
及
び
耐
震
改
修
工
事
に
つ
い
て
補
助
金
等

で
助
成
を
し
て
い
ま
す
。 

 
 

こ
の
助
成
事
業
は
、
高
知
県
に
在
住
ま
た
は
在
勤
で
高
知

県
に

「高
知
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
」
と
し
て
登
録
さ
れ

て
い
る
建
築
士
と
そ
の
診
断
士
が
所
属
す
る
事
業
者

（設
計

事
務
所
や
工
務
店
：
以
降

「登
録
事
業
者
」
と
い
う
）
が
行

う
診
断
、
設
計
、
工
事
を
対
象
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

（そ
の
他
の
建
築
士
や
事
業
者
が
行
う
診
断
や
設
計
、
工
事

は
助
成
事
業
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。） 

 
 

場
合
に
よ
っ
て
は
、
登
録
事
業
者
が
営
業
の
一
環
で
皆
様

を
訪
問
す
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
と
き

は
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

１
．
県
や
本
山
町
が
、
住
宅
の
耐
震
改
修
設
計
や
工
事
に
つ

い
て
、
特
定
の
業
者
に
戸
別
訪
問
よ
り
勧
誘
す
る
こ
と

を
直
接
依
頼
し
た
り
す
る
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

２
．
も
し
、
訪
問
に
よ
る
営
業
を
受
け
、
疑
問
に
感
じ
ら
れ

る
場
合
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
休
日
や
受
付
時
間
外
の
場
合
は
、
そ
の
場

で
話
を
進
め
ず
に
、
後
日
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
い
て

か
ら
再
度
業
者
と
連
絡
を
取
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

 

【問
い
合
わ
せ
先
】 

 
 

受
付
時
間
：
土
日
祝
日
を
除
く 

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時
３０
分 

①
ま
ち
づ
く
り
推
進
課 

建
設
班 

 

電
話 

７６
―
３
９
１
７ 

②
高
知
県
住
宅
課 

震
災
対
策
担
当 

 

電
話 

０
８
８
―
８
２
３
―
９
８
５
６ 

③
住
宅
耐
震
相
談
セ
ン
タ
ー 

電
話 

０
８
８
―
８
２
５
―
１
２
４
０ 

 

高
齢
者
教
室

高
齢
者
教
室

高
齢
者
教
室

高
齢
者
教
室
のののの
開
催
開
催
開
催
開
催
に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て    

 
 

第
４
講
と
な
る
今
回
は
、
身
近
に
で
き
る
健
康
づ
く
り
と
い

う
こ
と
で

「ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
」
を
行
い
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

  
 

開
催
日 

 

１０
月
１７

日

（金
） 

 
 

開
催
場
所 
プ
ラ
チ
ナ
セ
ン
タ
ー 

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル 

時 

間 
 

午
前
１０
時
００
分
～ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【問
い
合
わ
せ
先
】 

中
央
公
民
館 

電
話 

７６
―
２
０
８
４ 

    多
重
債
務
者
相
談
会

多
重
債
務
者
相
談
会

多
重
債
務
者
相
談
会

多
重
債
務
者
相
談
会
のののの
開
催
開
催
開
催
開
催
に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て    

 

県
、
高
知
弁
護
士
会
及
び
高
知
県
司
法
書
士
会
等
が
構
成
メ

ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
る
高
知
県
多
重
債
務
者
対
策
協
議
会
で
は
、

借
金
の
返
済
で
お
困
り
の
方
や
、
多
重
債
務
に
陥
っ
て
し
ま
い

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か
悩
ん
で
い
る
方
を
対
象
に
相
談 

会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
相
談
会
に
お
越
し
く
だ
さ 

い
。 

  
 

◎
日 

時 
 

１０
月
２０

日

（月
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

午
前
１０
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で 

 
 

◎
場 

所 
 

土
佐
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー 

 

【問
い
合
わ
せ
先
】 

高
知
県
県
民
生
活

・
男
女
共
同
参
画
課 

電
話
０
８
８
―
８
２
３
―
９
６
５
３    

    

法
的
法
的
法
的
法
的
ト
ラ
ブ
ル

ト
ラ
ブ
ル

ト
ラ
ブ
ル

ト
ラ
ブ
ル
に
は
に
は
に
は
に
は

「「「「法法法法
テ
ラ
ス

テ
ラ
ス

テ
ラ
ス

テ
ラ
ス
」」」」
をををを    

ごごごご
利
用
利
用
利
用
利
用
く
だ
さ
い

く
だ
さ
い

く
だ
さ
い

く
だ
さ
い 

  

「法
テ
ラ
ス
」
は
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
法
的
ト
ラ
ブ
ル
を 

解
決
す
る
た
め
の
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
る
こ
と 

の
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て
制
定
さ
れ
た

「総
合
法
律
支
援 

法
」
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人
で
す
。 

 

借
金
に
関
す
る
こ
と
や
消
費
者
被
害
、
相
続
・遺
言
、
夫
婦
・

 

男
女
ト
ラ
ブ
ル
、
労
働
、
住
環
境
な
ど
法
的
な
困
り
ご
と
は 

「法
テ
ラ
ス
」
へ
お
電
話
下
さ
い
。
法
制
度
や
相
談
窓
口
な 

ど
の
情
報
提
供
を
行
う
ほ
か
、
経
済
的
に
余
裕
の
な
い
方
に 

は
無
料
の
法
律
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談 

く
だ
さ
い
。 

 

【問
い
合
わ
せ
先
】 

法
テ
ラ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

電
話 

０
５
７
０
―
０
７
８
３
７
４

お

な

や

み

な

し 

※
固
定
電
話
で
あ
れ
ば
、
全
国
ど
こ
か
ら
で
も 

３
分
８．５

円
で
通
話
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

本
山
町
行
政
連
絡

本
山
町
行
政
連
絡

本
山
町
行
政
連
絡

本
山
町
行
政
連
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編
集
編
集
編
集
編
集

・・・・
発
行
発
行
発
行
発
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本
山
町
役
場

本
山
町
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場

本
山
町
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場

本
山
町
役
場    

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    
    

【【【【隔
週
水
曜
日
発
行

隔
週
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曜
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発
行

隔
週
水
曜
日
発
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隔
週
水
曜
日
発
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浄
化
槽
設
置
補
助
金

浄
化
槽
設
置
補
助
金

浄
化
槽
設
置
補
助
金

浄
化
槽
設
置
補
助
金
に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て    

    
目 

 
的
：
こ
の
補
助
金
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
水
質
汚
濁

の
防
止
と
快
適
な
生
活
環
境
の
創
造
を
図
る
た

め
、
そ
の
設
置
費
に
対
し
補
助
を
行
う
も
の
で

す
。    

 

条 
 

件
：
４
月
１
日
～
１２
月
３１

日
ま
で
に
浄
化
槽
を
設

置
さ
れ
る
方
。 

 

補
助
金
額
：
５
人
槽

（住
宅
延
べ
面
積
＝
130
㎡
未
満
） 

 
 

 
 

 
 

 

３
３
２
，
０
０
０
円
／
基 

６
～
７
人
槽

（

 
 

〃 
 

＝
130
㎡
以
上
） 

 
 

４
１
４
，
０
０
０
円
／
基 

 

申 

込 

み
：
補
助
を
受
け
た
い
方
は
、
１２
月
２６

日

（金
）

ま
で
に
、
役
場
担
当
課
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
定
員
に
な
り
次
第
、
募
集
を
締
め

切
り
ま
す
。 

 

申 
 

請
：
本
山
町
が
主
催
す
る
浄
化
槽
設
置
者
講
習
会 

を
受
講
さ
れ
た
方
に
、
申
請
に
必
要
な
書
類
を

お
渡
し
し
ま
す
。
な
お
、
開
催
日
時
等
に
つ
い

て
は
、申
込
み
さ
れ
た
方
に
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

 

【受
付

・
問
い
合
わ
せ
先
】 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課 

建
設
班 

 

電
話 

７６
―
３
９
１
７ 

     

浄
化
槽

浄
化
槽

浄
化
槽

浄
化
槽
のののの
適
切
適
切
適
切
適
切
なななな
維
持
管
理

維
持
管
理

維
持
管
理

維
持
管
理
に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て    

    

合
併
処
理
浄
化
槽
は
ト
イ
レ
の
水
洗
化
で
快
適
な
生
活 

が

楽
し
め
る
だ
け
で
な
く
、
き
れ
い
な
水
を
川
な
ど
の
自
然
に
帰

し
、
美
し
く
豊
か
な
自
然
を
守
り
ま
す
。
浄
化
槽
は
下
水
道
と

同
程
度
の
汚
水
処
理
性
能
を
持
つ
も
の
で
す
が
、
正
し
い
使
い

方
と
適
正
な
維
持
管
理
が
な
さ
れ
な
い
と
、
本
来
の
機
能
を
十

分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
促
進
を
図
り
、保
守
点
検
、清
掃
、

法
定
検
査
を
き
ち
ん
と
行
っ
て
、
高
知
県
の
美
し
い
自
然
を
み

ん
な
で
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

☆
保
守
点
検
は
定
期
的
に
行
う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て 

い
ま
す
。
専
門
知
識
を
持
つ
資
格
の
あ
る
業
者
に
委
託
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

☆
清
掃
は
年

一
回
以
上
の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま 

す
。
許
可
を
受
け
た
業
者
に
頼
み
ま
し
ょ
う
。 

☆
法
定
検
査
は
、
浄
化
槽
の
機
能
が
十
分
発
揮
さ
れ
て
い
る

か
確
認
す
る
大
変
重
要
な
検
査
で
す
。
年

一
回
必
ず
指
定

検
査
機
関
で
受
け
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

☆
こ
の
検
査
を
受
け
ず
悪
質
な
場
合
、
罰
則
（３０

万
円
以
下

の
過
料
）
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
受
け
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
検
査
を
行
う
機
関
は

（財
）
高
知
県

環
境
検
査
セ
ン
タ
ー

（０
８
８
―
８
６
０
―
２
４
０
０
）

で
す
。 

ま
た
、
浄
化
槽
の
使
用
を
取
り
や
め
る
場
合
、
廃
止
届

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
し
な
い
で
使
用
す
る
場
合

や
虚
偽
の
届
出
を
す
る
と
、
罰
則
（５
万
円
以
下
の
過
料
）

と
な
り
ま
す
。 

 

【提
出

・
問
い
合
わ
せ
先
】 

高
知
県
中
央
東
福
祉
保
健
所 

電
話 

０
８
８
７
―
５
２
―
０
０
０
４ 

最
低
賃
金
改
定

最
低
賃
金
改
定

最
低
賃
金
改
定

最
低
賃
金
改
定
の
お
の
お
の
お
の
お
知知知知
ら
せ
ら
せ
ら
せ
ら
せ    

 

高
知
労
働
局
で
は
、
県
内
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
応
さ
れ 

る

「高
知
県
最
低
賃
金
」
を
改
定
し
ま
し
た
。 

こ
の
決
定
に
よ
り
１０１０１０１０
月月月月
２６２６２６２６

日
以
降

日
以
降

日
以
降

日
以
降
分
と
し
て
労
働
者
支 

払
う
賃
金
は
次
の
と
お
り
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

最
低
賃
金 

１１１１
時
間
時
間
時
間
時
間    

６
３
０

６
３
０

６
３
０

６
３
０
円円円円 

 

【問
い
合
わ
せ
先
】 

 
 

高
知
労
働
局 

賃
金
室 

 
 

 

電
話 

０
８
８
―
８
８
５
―
６
０
２
４ 

 
 

高
知
労
働
基
準
監
督
署 

 

電
話 

０
８
８
―
８
８
５
―
６
０
３
１ 

    若
者
若
者
若
者
若
者
サ
ポ
ー
ト

サ
ポ
ー
ト

サ
ポ
ー
ト

サ
ポ
ー
ト
相
談
会

相
談
会

相
談
会

相
談
会
のののの
開
催
開
催
開
催
開
催
に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て    

     

就
学

・
就
労
な
ど
で
悩
み
を
も
つ
高
校
生
か
ら
概
ね
３５
歳 

の
若
者
と
そ
の
ご
家
族
の
無
料
相
談
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

「居
場
所
が
な
い
」
「仕
事
が
続
か
な
い
」
「子
供
と
話
が 

で
き
な
い
」
な
ど
お
悩
み
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
気
軽
に
ご 

相
談
く
だ
さ
い
。 

 

開
催
日
時 

第
１
・
３
水
曜
日
、
第
２
・
４
土
曜
日 

 
 

 
 

 
 

午
後
１
時
か
ら
５
時 

開
催
場
所 

大
豊
町
黒
石
３
４
８
―
１ 

 
 

 
 

 
 

大
豊
町
総
合
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

 

【問
い
合
わ
せ
先
】 

 
 

高
知
黒
潮
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

電
話 

０
８
８
０
―
４
３
―
２
３
２
０ 
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10101010
月月月月
のののの
年
金
相
談

年
金
相
談

年
金
相
談

年
金
相
談
のののの
時
間
延
長

時
間
延
長

時
間
延
長

時
間
延
長
とととと    

休
日
年
金
相
談

休
日
年
金
相
談

休
日
年
金
相
談

休
日
年
金
相
談
に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て    

 
「ね
ん
き
ん
特
別
便
」
の
送
付
に
伴
い
県
下
各
社
会
保
険
事

務
所
の
、
１０
月
の
年
金
相
談
日
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
と
お

り
で
す
。 

                 

※
４
日

（土
）、
５
日

（日
）、
１８

日

（土
）、
１９

日

（日
）

は
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
が
稼
動
し
ま
せ
ん
の
で
、
す
べ

て
後
日
回
答
と
な
り
ま
す
。 

 

※
２３

日

（木
）
の
１８
時
以
降
、
２６

日

（日
）
に
つ
い
て
は

次
の
様
に
な
り
ま
す
。 

①
受
給
者 

 

全
て
の
相
談
に
対
し
後
日
回
答 

②
被
保
険
者 

事
業
所
名
称
を
鍵
と
し
た
検
索
が
必
要
と

な
る
場
合
は
後
日
回
答 

 

【問
い
合
わ
せ
先
】 

 
 

南
国
社
会
保
険
事
務
所 

 

電
話 

０
８
８
―
８
６
４
―
１
１
１
１ 

 
 

住
民
生
活
課 

電
話 

７６
―
２
１
１
３ 

 

平
成
平
成
平
成
平
成
２１２１２１２１
年
度
高
知
県
公
立
学
校
臨
時
教
員

年
度
高
知
県
公
立
学
校
臨
時
教
員

年
度
高
知
県
公
立
学
校
臨
時
教
員

年
度
高
知
県
公
立
学
校
臨
時
教
員
のののの    

募
集
募
集
募
集
募
集
に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て    

  

高
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
２１
年
度
の
常
勤
講
師
（期

限
附
講
師
）
・非
常
勤
講
師

（時
間
講
師
）
の
募
集
を
次
の
と
お

り
行
っ
て
い
ま
す
。 

〔職
務
内
容
〕 

○
常
勤
講
師
は
公
立
小
・
中
学
校
、
県
立
学
校
の
産
休

・
育

休

・
病
休
等
の
補
充
教
員
と
し
て
勤
務
。 

○
非
常
勤
講
師
は
小
・中
学
校
の
教
科
、
高
等
学
校
の
教
科
・

科
目
の
授
業
時
間
だ
け
勤
務
。 

〔雇
用
期
間
〕 

○
常
勤
講
師
は
産
休

・
育
休

・
病
休
等
の
補
充
の
期
間

（最

長
約

一年
間
）。 

○
非
常
勤
講
師
は
最
長
約

一年
間
、
週
当
た
り
数
時
間
か
ら

十
数
時
間
。 

〔資
格
〕 

○
教
員
免
許
状

（臨
時
免
許
状
を
含
む
）
を
有
す
る
者
。 

〔待
遇
〕 

公
立
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
に
準
じ
て
支
給
。 

○
常
勤
講
師
の
場
合
、
大
学
新
卒
（２２
歳
）
で
基
本
給
約
２０

万
円
、
そ
の
他
通
勤
手
当
、
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
等
諸

手
当
あ
り
。 

○
非
常
勤
講
師
の
場
合
、
時
給
約
３
千
円
。 

〔願
書

・
募
集
要
項
の
配
布
場
所
〕 

○
高
知
県
教
育
委
員
会
教
育
政
策
課

（ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）、
市
町
村
教
育
委
員
会
。 

〔応
募
方
法
〕 

○
募
集
要
項
の｢

応
募
の
手
続｣

に
従
っ
て
、
志
願
書
、
志 

願
者
調
査
表
及
び
申
告
書
等
を
、
高
知
県
教
育
委
員
会 

教
育
政
策
課
に
提
出
。 

〔提
出
期
間
〕 

○
平
成
２１
年
度
の
採
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
平
成
２０ 

年
１０
月
３
日
か
ら
平
成
２１
年
３
月
１３

日
ま
で
。 

年
度
途
中
の
採
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
２１
年
３
月
１６ 

日
以
降
に
お
い
て
も
受
付
。 

 

【問
い
合
わ
せ
先
】 

高
知
県
教
育
委
員
会
教
育
政
策
課 

人
事
企
画
担
当 

電
話 

０
８
８
―
８
２
１
―
４
５
６
８    

    

【【【【窓
口
便

窓
口
便

窓
口
便

窓
口
便
りりりり    

九九九九
月
末
月
末
月
末
月
末
】】】】    

 

人
口
総
数 

４
，
０
７
４
人 

 
 

 
 

男 

１
，
９
４
７
人 

女 

２
，
１
２
７
人 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（前
月
比 

１
人
増
） 

 

世 

帯 

数 

１
，
９
４
２
世
帯

（前
月
比 

１
世
帯
減
） 

前
年
度
９
月
末
現
在
人
口 

４
，
１
２
３
人 

 

出
生 

３
人 

（男 

１
人 

女 

２
人
） 

 

死
亡 

６
人 

（男 

３
人 

女 

３
人
） 

 

おおおお    

名名名名    

前前前前 
 

 
 

 
 

 
 

世世世世    

帯帯帯帯    

主主主主 
 

 
 

 
 

 
 

    

年
齢
年
齢
年
齢
年
齢 

 
 

 
 

 
 

 

地地地地    

区区区区    

 

川
村 

眞

一  

本 
 

 

人 
 

６１
歳 

 

四 

区 

 

伊
藤 

啓
喜 

 

本 
 

 

人 
 

６４
歳 

 

五 

区 

 

髙
石 

清
子 

 

本 
 

 

人 
 

９３
歳 

 

寺 

家 

 

中
川 

武
男 

 

中
川 

惠
子 

 

９１
歳 

 

寺 

家 

 

山
本 

ハ
ル
ヲ 

本 
 

 

人 
 

８５
歳 

 

寺 

家 

 

山
下 

千
代
歌 

山
下 

勝
重 

 

９６
歳 

 

吉 

野

 平成20 年10 月 

 日 月 火 水 木 金 土 

    １ ２ ３ ４ 

 ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 

 12 13 14 15 16 17 18 

 19 20 21 22 23 24 25 

 26 27 28 29 30 31  

  
 

 
 

 

  
 

◎県下全社会保険事務所で受付時間を午後7時まで延長 

◎実施事務所：高知東社会保険事務所・高知西社会保険事務所 

       南国社会保険事務所・幡多社会保険事務所 
 

◎休日の年金相談（受付時間は、午前9時30分から午後4時まで） 

◎実施事務所：高知東社会保険事務所・高知西社会保険事務所 

     南国社会保険事務所・幡多社会保険事務所 

 



2010 年 6 月 1 日本山町は 100 歳を迎えます     平成 20（２００８）年１０月８日（４） 

 

                        

≪≪≪≪国民健康保険国民健康保険国民健康保険国民健康保険≫≫≫≫    
１０月から、被保険者の方（世帯主を含む）が６５６５６５６５～～～～７４７４７４７４歳歳歳歳のののの    

方方方方だけのだけのだけのだけの世帯世帯世帯世帯ではではではでは、、、、原則、世帯主世帯主世帯主世帯主のののの方方方方のののの年金年金年金年金からのおからのおからのおからのお支払支払支払支払いにいにいにいに替替替替    

わりますわりますわりますわります。。。。 

≪≪≪≪後期高齢者医療後期高齢者医療後期高齢者医療後期高齢者医療≫≫≫≫    
○ 当初保険料が７割軽減されていた方で、８月まで年金からお支 

  払い頂いた方は、１０月以降、年金からのお支払いはありませ 

ん。納付書等によりお支払い頂いている方の保険料も、同程度 

軽減されます。 

○ 保険料は、お支払いの手間をおかけしないよう、原則として年 

金からお支払い頂くこととしています。 

次次次次のののの方方方方はははは、、、、１０１０１０１０月月月月からからからから、、、、年金年金年金年金からのおからのおからのおからのお支払支払支払支払いにいにいにいに替替替替わりますわりますわりますわります。。。。    
    

①①①①    被用者保険被用者保険被用者保険被用者保険のののの被保険者被保険者被保険者被保険者であったであったであったであった方方方方    
   （納付書等によるお支払いから、年金からのお支払いに替わります。）  
        

②    被用者保険被用者保険被用者保険被用者保険のののの被扶養者被扶養者被扶養者被扶養者であったであったであったであった方方方方 
            （初めて保険料をご負担いただくため、４月から９月までは保険料の負担がありませんでした。 

１０月から、本来の保険料額の９割は軽減され、１割のご負担となります。） 

後期高齢者医療・国民健康保険の保険料（税）の 

年金からのお支払いのお知らせです 

【問い合わせ先】  住民生活課 国民健康保険係 

                 後期高齢者医療係 

                   電話 ７６－２１１３ 

年金年金年金年金からのからのからのからの保険料保険料保険料保険料のおのおのおのお支払支払支払支払いはいはいはいは口座振替口座振替口座振替口座振替へへへへ切切切切りりりり替替替替えることができえることができえることができえることができ

ますますますます。（。（。（。（要件要件要件要件にににに該当該当該当該当されるされるされるされる方方方方））））    
○手続きを希望される方は、１０月上旬までに手続きいただければ、１２月のお支払いから、口座振替 

にできます。    

○ 世帯主又は配偶者名義の口座からの振替にすることにより、世帯としての所得税・住民税の負担が軽 

減される場合があります。 

※ ただし、次のいずれかに該当する方は、年金からのお支払いではなく、納付書等でお支払い頂くこと 

となります。 

 ① 年金額が年額１８万円（月額１万５千円）未満の方 

 ② 介護保険の保険料と長寿医療制度の保険料又は国民健康保険の保険料（税）の合計額が、年金額の 

１／２を超える方 
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本
山
町
営
住
宅
入
居
者
公
募

本
山
町
営
住
宅
入
居
者
公
募

本
山
町
営
住
宅
入
居
者
公
募

本
山
町
営
住
宅
入
居
者
公
募
の
お
の
お
の
お
の
お
知知知知
ら
せ
ら
せ
ら
せ
ら
せ    

 
１
．
本
山
町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

「桜
ヶ
丘
ハ
イ
ツ
」
の
入
居

者
を
次
の
と
お
り
公
募
し
ま
す
。 

 
 

一、
住
宅
の
所
在
地 

本
山
町
本
山
３
４
８
番
地
２ 

 
 

二
、
公
募
戸
数 

１
戸

（木
造
２
階
建
） 

 
 

三
、
１
戸
あ
た
り
床
面
積 

約
８３

平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

四
、
間
取
り 

和
室

（６
畳
２
室
）
、
洋
室

（６
畳
１
室
）
、

Ｌ
Ｄ
Ｋ

（約
１３
畳
）
、
浴
室
、
ト
イ
レ

（洋

式
）
、
物
置
、
駐
車
場
有
り 

五
、
家
賃
、
敷
金
等
、 

 
 

 
 

 

家 

賃 

３
０
，
０
０
０
円 

 
 

 
 

 

敷 

金 

９
０
，
０
０
０
円 

 
 

 
 

 

共
益
費 

浄
化
槽
の
維
持
管
理
費
、
環
境
維
持
費 

等
負
担
有
り 

  

○
入
居
者
の
資
格 

 
 

所
得
が
２０

万
円
以
上
３２

万
２
，
０
０
０
円
以
下
で
、
自
ら

居
住
す
る
た
め
住
宅
を
必
要
と
す
る
者
の
う
ち
、
現
に
同
居

し
、
又
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
者

（但
し
、
法

に
定
め
ら
れ
た
居
住
の
安
定
を
図
る
必
要
が
あ
る
者
に
つ
い

て
は
、
上
限
が
６０

万
円
以
下
と
す
る
。
） 

 

○
所
得
に
つ
い
て 

 
 

所
得
と
は
、
控
除
後
の
金
額

（１
ヶ
月
分
）
で
家
族
構
成
に

よ
っ
て
も
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。 

 

○
申
込
方
法 

 
 

役
場
総
務
課
備
付

「本
山
町
賃
貸
住
宅
使
用
許
可
申
請
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
世
帯
全
員
の
住
民
票
、
所
得
金
額

の
証
明
（平
成
１９
年
分
源
泉
徴
収
票
の
写
し
等
）
を
添
付
し

て
、
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

○
申
込
み
期
限 

１０
月
２４

日

（金
）
ま
で 

【問
い
合
わ
せ
先
】 

 

総
務
課 

電
話 

７６

ー
２
２
２
３ 

 

   

赤赤赤赤いいいい羽根羽根羽根羽根    高知県共同募金会本山町支会高知県共同募金会本山町支会高知県共同募金会本山町支会高知県共同募金会本山町支会    事業紹介事業紹介事業紹介事業紹介    
 

日頃は各種募金活動の推進に格別のご協力をいただき、誠にありがとうございます。また、昨年度は、 

町民の皆さんをはじめ、職場・法人団体・学校からの募金により、目標額を達成することができました。 

  さて、今年も、１０月１日より全国一斉に「地域の福祉、みんなで参加」のスローガンのもと、赤い 

羽根共同募金・歳末たすけあい募金運動が展開されています。 

    

＜＜＜＜高知県共同募金会本山高知県共同募金会本山高知県共同募金会本山高知県共同募金会本山町支会町支会町支会町支会＞＞＞＞    

高知県共同募金会本山町支会では、みなさまからお寄せいただいた寄付金 

 を福祉活動やボランティア活動の支援のため役立たせていただきます。  

    

＜＜＜＜目目目目        的的的的＞＞＞＞    

共同募金は、都道府県の区域を単位としてその地域特性を踏まえ寄付金を 

募集し、その区域内における地域福祉の推進を図るため、その寄付金を区域 

内において民間の社会福祉活動へ配分することを目的としています。 

 

＜＜＜＜活動内容活動内容活動内容活動内容＞＞＞＞    

  町内の住民の方を対象にした戸別募金、法人募金、職域募金、学校募金な 

 どの方法により募金活動を行なっております。 

     

◎◎◎◎    一般募金一般募金一般募金一般募金（（（（赤赤赤赤いいいい羽根募金羽根募金羽根募金羽根募金）））） 

毎年１０月１日から１２月末日の間で、戸別募金等による寄付 

◎◎◎◎    歳末歳末歳末歳末たすけあいたすけあいたすけあいたすけあい募金募金募金募金 

毎年１２月中、歳末たすけあい募金も共同募金の一環で個人や 

団体による寄付 

 

【問い合わせ先】 

本山町社会福祉協議会内 

高知県共同募金会本山町支会事務局 

電話 ７６―２３１２  


